
株式会社トライバルメディアハウス（本社：東京港区、代表取締役社長：池田紀行）は、今年流行した言葉に贈られる「2013ユー
キャン新語・流行語大賞」にノミネートされた候補の中でも、特に注目度の高い流行語(「今でしょ」「じぇじぇじぇ」「倍返し」「アベノミクス」
「フライングゲット」「お・も・て・な・し」「激おこぷんぷん丸」)に関して、 Twitterに投稿されたツイートデータをクチコミ分析ツール「ブームリサー
チ」を使用し、独自に調査分析しました。その結果、以下のことが判明しました。 

 ☑ 最も多くツイートされていた流行語は約360万件ツイートされていた「今でしょ」である
ことが判明。次に多いのは、「激おこぷんぷん丸」の約330万件だった。 

 ☑ 「今でしょ」「激おこぷんぷん丸」は7ヶ月間、1日1万件以上のツイート件数をキープし
ており、生活者の日常に馴染んでいる流行語であることが判明。 

 ☑ 「激おこぷんぷん丸」は10代の女性に圧倒的に使用されているのに対し、「今でしょ」は
幅広い年代からツイートされており、広く国民に受け入れられている流行語であることが判明。 

Twitterのデータから、今年のユーキャン新語・流行語大賞を大予想 

「倍返し」の2倍のツイート件数を誇る「今でしょ」が大賞の大本命!! 
対抗馬は、「倍返し」「じぇじぇじぇ」ではなく、「激おこぷんぷん丸」 !? 

【調査結果】 
 

１：Twitter上で使用されたツイート件数を比較すると、一番多くツイートで使われていたのは「今でしょ」の
約360万件。次に多かったのは、「激おこぷんぷん丸」の約330万件だった。 
 
2013年1月1日から2013年11月20日までの各流行語がツイート上で使われていた件数を比較したところ、「今でしょ」が約360万件と
なり、一番多い結果となった。また、次に多い結果となったのは「激おこぷんぷん丸」の約330万件だった。 
逆に、大賞候補と呼ばれる「倍返し」は約190万件、「じぇじぇじぇ」は約100万件と、「今でしょ」と大きく差がつく結果となった。 

▼各流行語がTwitter上で使用された件数の比較 

今でしょ 3,599,510 激おこぷんぷん丸 3,305,110 倍返し 1,921,490 フライングゲット 1,362,380

お・も・て・な・し 1,135,510 アベノミクス 1,036,520 じぇじぇじぇ 970,360



2：各流行語のツイート件数の推移を検証。「今でしょ」は2月から、「激おこぷんぷん丸」は3月からツイート
件数が上昇し始めており、その後、7ヶ月ほど、1日約1万件のツイート件数を維持していた。 
 
各流行語がツイート上で使われていた件数の推移を検証。「今でしょ」は2月から、「激おこぷんぷん丸」は3月から、ツイート件数が上昇を
始めていた。また、「今でしょ」「激おこぷんぷん丸」ともに、上昇した月から7ヶ月の間は、1日約1万件のツイート件数をキープしており、生
活者に広く馴染んでいる流行語であることが判明した。 

▼第1位「今でしょ」 /  合計件数:3,599,510件数 

▼第2位「激おこぷんぷん丸」 /  合計件数:3,305,110件数 

▼第3位「倍返し」 /  合計件数:1,921,490件数 



▼第5位「お・も・て・な・し」 /  合計件数:1,135,510件数 

▼第6位「アベノミクス」 /  合計件数:1,036,520件数 

▼第7位「じぇじぇじぇ」 /  合計件数:970,360件数 

▼第4位「フライングゲット」 /  合計件数:1,362,380件数 



3：各流行語をツイートしたアカウントの男女比率を検証すると、「フライングゲット」と「激おこぷんぷん丸」は
女性がツイートする傾向やや高いのに対し、「今でしょ」「倍返し」は男性がツイートする傾向がやや高い。 
 
各流行語をツイートしたアカウントの男女比率を検証すると、「フライングゲット」「激おこぷんぷん丸」は、女性がツイートする傾向が高いこと
がわかった。一方、「アベノミクス」「今でしょ」「倍返し」は、男性がツイートする傾向が高いことがわかった。また、「じぇじぇじぇ」「お・も・て・な・
し」は男女どちらからも均等にツイートされている結果となった。 

▼各流行語をツイートしたアカウントの男女比率（※女性比率の高い順に記載） 

４：各流行語をツイートしたアカウントの年代比率を検証すると、「フライングゲット」「激おこぷんぷん丸」は
10代がツイートする傾向があるのに対し、「今でしょ」は幅広い年代がツイートしていた。 
 
各流行語をツイートしたアカウントの年代比率を検証すると、「フライングゲット」「激おこぷんぷん丸」は、10代がツイートする傾向が圧倒的
に高いことがわかった。一方、「今でしょ」は、幅広い年代がツイートしており、流行語として広く国民に受け入れられていることが判明した。 

▼各流行語をツイートしたアカウントの年代比率（※10代の比率の高い順に記載） 

【調査結果 総括】 
 
例年話題を呼ぶ「新語・流行語大賞」ですが、Twitterのツイートデータを分析すると、「今でしょ」が生活者がツイート上で使用する件数
が最も高く、また、幅広い年代からツイートされているので、新語・流行語大賞の大本命として見ることができそうです。また、「激おこぷんぷ
ん丸」や「フライングゲット」など、10代のTwitterユーザーから圧倒的に支持を受けていた流行語が「新語・流行語大賞」の審査員の方々
にどのように評価されるのかも気になるところです。 
 
「2013ユーキャン新語・流行語大賞」は12月2日の発表となりますが、どのような結果になるのか非常に楽しみです。 



【株式会社トライバルメディアハウスについて】 
  
会社名 ：    株式会社トライバルメディアハウス    http://www.tribalmedia.co.jp/ 
本社所在地 ： 東京都港区赤坂二丁目17番22号 赤坂ツインタワー本館 13F 
代表者 ：       代表取締役社長 池田紀行 
資本金 ：       3,700万円 
事業内容 ：    ソーシャルメディアマーケティングコンサルティング事業 
           ソーシャルメディアリスクマネジメント支援事業 
           公式アカウント開設・運用支援事業 
           プロモーション事業 
           マーケティング支援ツール提供事業 
主要株主 ：    ネットイヤーグループ株式会社及び当社役職員 

【ソーシャルメディア分析ツール「ブームリサーチ」について】 
  
国内のTwitter・ブログ・掲示板などのソーシャルメディアに日々投稿される膨大な口コミ情報を毎日3500万件以上、総数約280
億件（※2013年3月1日現在）リアルタイムに収集・分析することができるソーシャルメディアの分析ASPツールです。ブログ、
Twitter、2ちゃんねる、掲示板等の分析と、テレビやネットニュースの露出数との相関をみることができるクロスメディア分析機能も搭
載しています。 

＜本ニュースレターに関するお問い合わせ＞ 

株式会社トライバルメディアハウス  担当：井手 

TEL：03-6369-0800    Mail：cs-all@tribalmedia.co.jp 
 

URL：http://www.tribalmedia.co.jp/ 

【調査概要】 
 
■調査対象媒体：Twitter 
■調査ツール：ソーシャルメディア分析ツール 「ブームリサーチ」（詳細URL：http://boomresearch.tribalmedia.co.jp/）  
■調査対象キーワード： 
①今でしょ イマでしょ ②じぇじぇじぇ じぇじぇ (‘j’) (‘jj’) (‘jjj’) ③倍返し バイ返し ④アベノミクス 
⑤フライングゲット ┐(∵)┌ ⑥お・も・て・な・し おもてなし  
⑦激おこぷんぷん丸 激おこ ムカ着火ファイヤー 激おこスティックファイナリアリティぷんぷんドリーム 
■調査機関:2013年1月1日～2013年11月20日 
■調査条件： 
・日本国内のツイートの10分の1をサンプリング抽出し、その値を実数(10倍)に計算し直した数値を採用 
・Twitter上でリツイートとしてツイートされた件数は分析対象としない（オーガニックなツイートのみを分析対象とする） 


